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NICTのご紹介
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1896（明治29）年10⽉    逓信省電気試験所において無線電信の研究を開始
1940（昭和15）年 1 ⽉    標準電波（JJY）発射業務を開始（千葉県検⾒川）
1952（昭和27）年 8 ⽉    郵政省電波研究所の発⾜
1988（昭和63）年 4 ⽉    郵政省通信総合研究所に名称変更
2001（平成13）年 1 ⽉    郵政省が総務省に再編
2001（平成13）年 4 ⽉    独⽴⾏政法⼈通信総合研究所の発⾜

2004（平成16）年 4 ⽉    通信総合研究所と通信・放送機構が統合
独⽴⾏政法⼈情報通信研究機構（NICT）として発⾜

2024（令和６ ）年

128年前 沿 ⾰

2012（平成24）年 4 ⽉    耐災害ICT研究センターの設⽴

2021（令和 3 ）年 4 ⽉  レジリエントICT研究センターに名称変更
2015（平成27）年 3 ⽉  国⽴研究開発法⼈情報通信研究機構に名称変更

国立研究開発法人情報通信研究機構(NICT）



仙台駅

東北⼤学
⽚平キャンパス

国立研究開発法人情報通信研究機構(NICT）
レジリエントICT研究センター

設⽴経緯
東⽇本⼤震災の教訓を⽣かし、総務省「災害に強い情報通信技術の実
現に向けた研究開発」 (H23第3次補正事業等)の⼀環として、東北⼤学
との連携による耐災害ICTの研究開発拠点として設⽴。

役割
被災地域における災害に強い情報通信実現のための産学官連携拠点
研究推進のためのテストベッドの構築
東北地域の産官学連携やICT利活⽤を推進（NICT東北ICT連携拠点）

沿⾰
ʻ12.  4  耐災害ICT研究センター設⽴
ʻ12.  5  耐災害ICT研究協議会発⾜
ʻ14.  3  耐災害ICT研究センター開所式及び本格稼働
ʻ16.  4  熊本地震被災地に対する⽀援活動実施（研究成果の実利⽤）
ʻ21.  4  レジリエントICT研究センターへ名称変更
ʻ22.12  ナーブネットを和歌⼭県⽩浜町が導⼊し運⽤開始
ʼ24.  3ナーブネットを宮崎県延岡市が導⼊し運⽤開始 4



NICTの施設等所在地
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ICT で世界をレジリエントに
1. 研究開発︓レジリエントな性質を備えたICT、世界をレジリエントにするためのICT
2. 国⼟強靭化︓産学官・地域連携等による成果の社会利⽤の推進

⼤学・研究機関
企業、NPO等を含む
⺠間セクター

国・地⽅公共団体
公共セクター

共同研究等
成果の技術移転

利⽤者ニーズ把握
利⽤者参加実証実験
総合防災訓練等での成果活⽤ 共同研究等

協議会等の産学官連携活動
標準モデルやガイドライン策定

レジリエントICT研究センター

産学官連携・国内地域連携・国際連携による
研究開発・イノベーションとレジリエンスの推進

タフフィジカル空間
障害監視

制御管理

光ネットワークのレジリエンシー向上技術

障害予兆検知と能動制御
オープン化とマルチベンダ化に対応した相互接続
通信・クラウドの連携制御

利用可能な資源を自律的に発見し
サービスを再構成する

自己産出型エッジクラウド基盤技術

通信が途切れる前に
回線を確立する

タフ環境適応無線アクセス技術

レジリエント自然環境計測
可視化・解析技術
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災害に強い情報通信基盤とは



「通信網」に相当する「道路網」はどうなっている？
渋滞解消、代替ルート確保（レジリエンス）のために
道路ネットワークは 網の目状に 拡張し続けている

8出所：国土交通省



その上で「情報」「処理」に相当する一例の「物流」は？「サプライチェーン」は？

9

単一拠点 をやめて 自立分散化 を進め
出荷維持、配送日数短縮 を実現

出所：国土交通省

グローバルサプライチェーンのリスクマネージメント
として⾮常時の内製化（⾃⽴化）が重要と再認識

平時

災害時

内製化
（⾃⽴化）

遮断

遮断

どこか1箇所遮断されれば停⽌
（次に輻輳）が起こり回復まで時間がかかる
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NerveNetとは



地域情報配信

※ NerveNet（ナーブネット）は生物の神経システム「Nerve」とネットワーク「Net」に由来して命名。

市販コンピュータ同士を繋いで構成する地域のデジタルと通信の基盤
l 各コンピュータが「通信」と「情報処理」と「制御」を自律分散で行うため災害や障害に強い
l 市販の有線や無線（衛星含む）で任意の形のネットワークを構成できる柔軟性、高速な迂回経路切替による耐障害性
l インターネットと複数箇所で接続でき、もし不通でも地域内のアプリケーションや通信をセキュリティを確保して提供

導入用途例
l 住民・観光客のインターネット接続、ワーケーション、職員連絡
l 災害時の業務継続（避難所管理、物資調整、罹災証明発給 等）
l 広域連携（衛星回線も接続できる）

地域デジタル・通信基盤 ナーブネット®

※ ナシュア・ソリューションズ株式会社へライセンス契約
（https://www.nassua.co.jp/）

インターネット 情報

災害時コミュニケーション

見守り 警報

環境計測

観光振興

地域防犯

Wi-Fi、ブロードバンド回線、衛星回線

情報

通信•制御

電源

研究開発・実用化の経過
2006年 研究開発開始
2007年 特許申請、その後10年間で11件、全件成立
2011年 東日本大震災後、新設センターにて研究を加速
2013年 東北大学キャンパス内 30局規模で検証
2014年 宮城県 女川町 で実証開始
2015年 和歌山県 白浜町 で実証開始
2022年 同町が町内に整備 （2024年に拡張）（デジ田）
2023年 宮崎県 延岡市 で整備開始（デジ田）
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経路切替



システム構成
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情報通信•制御 電源

インターネット 情報

OS
(ソフトウェア）

汎用PC

ナーブネット基地局

基地局間の接続

衛星回線による
インターネットへの接続

通信事業者回線による
インターネットへの接続

スマートフォン、パソコン

ユーザ装置の接続
72時間の稼働確保

商用電源

太陽光パネル

蓄電池

設置箇所ごとに
必要に応じて整備

l 全箇所 同一の構成
l 全箇所に「通信」「情報」「制御」「電源」

WiFi6

WiFi5 W56



NerveNetを活⽤した⾃治体情報通信基盤サービス

衛星
固定無線アクセス
（FWA）
無線LAN
(Wi-Fi)
携帯キャリア

光ファイバ（キャリア、CATV）

WiFi

有線（LAN） スマートフォン、パソコン

ユーザ装置の接続

認証orフリーを
サービス毎に選択
（マイナンバーシステム
の認証なども検討）

衛星（StarLinkや静⽌衛星サービスなど）、
有線、無線のキャリアサービス、有線専⽤線
サービス、基地局間の無線LANによるリンク
サービスなど平時、災害時、ランニングコスト
新技術＆サービス変化など多様な変化を
NerveNetのマルチゲートウェイ機能で利⽤可能

住⺠や⾏政サービスはその⽤途に応じたサービス
に外部接続の回線を意識することなく常に同じ
環境に接続すれば良い。
必要に応じて、接続時の認証サービスをかけること
で今後のDX社会における⾃治体が提供する通信環境
として住⺠への提供が可能となる

⺠間の回線サービスの活⽤
（マルチサービスを活⽤）

国・県・⾃治体が提供する地域デジタル基盤サービス
（窓⼝のサービス毎の平時・災害時のシングルウンドウ
サービス）



延岡市様 市役所屋上

（参考）設置状況

情報通信•制御 電源

OS
(ソフトウェア）

汎用PC

ナーブネット基地局

72時間の稼働確保

商用電源
蓄電池
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NerveNetのDX対応〜ソフトウェア化〜

基地局ユニット

（参考ページ参照）

（参考ページ参照）



基地局ユニット
NerveNet

ポート制御

基地
局間
リン
クポ
ート

基地
局間
リン
クポ
ート

キャ
リア
接続
ポー
ト

衛星
接続
ポー
ト

フリ
ーW

i-F
i端
末収
容ポ
ート

LG
WA

N端
末収
容ポ
ート

（参考）NerveNetの基地局のソフトウェア機能

ポート毎にネットワークの制御機能（セグメント化に活⽤）



安全性、柔軟性、拡張性

例 「市民向けインターネットアクセス」セグメント

例 「ガバメントクラウド•自治体クラウドなど行政系（LGWAN）接続」セグメント

例 「市役所職員専用」セグメント

複数のセグメント（お互いに混じらない、干渉しない）を広域WANでも共用できる
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衛星
固定無線アクセス
（FWA）

無線LAN
(Wi-Fi)
携帯キャリア

光ファイバ（キャリア、CATV）

基地局 基地局基地局間の回線
様
々
な
回
線
で
相
互
接
続
で
き
る

無線LAN
(WiFi6,7)

LANケーブル

LoRaWAN

用
途
に
応
じ
た
端
末
を
用
途
に

応
じ
た
回
線
で
接
続
可
能

⼩型PC

サーバ

組み込みPC

インターネット

⼩型PC

クラウド上の基地局

ユーザ端末

端末・カメラ等

パソコン等

センサーなど
IoT機器

能
力
・
用
途
に
応
じ
た
基
地
局
を
選

択
しN
erveN

et

を
稼
働
さ
せ
る

物
理
レ
イ
ヤ

イ
ン
タ
｜
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
す
れ

ば
ク
ラ
ウ
ド
上
の
基
地
局
を
利
用
し

た
広
域W

AN

も
構
築
可
能

⾃動運⾞等への
組み込み（PC）

L2レイヤで可能

L1レイヤ

論
理
レ
イ
ヤ
L2レイヤ



ネットワークスライシング活⽤事例〜⽩浜町様〜

Shirahama Beach Wi-Fi 観光客・住民向けフリーWi-Fi セグメント

自治体クラウドなど行政系（LGWAN）接続セグメント

コミュニティFMバックアップ セグメント

複数のセグメント（お互いに混じらない、干渉しない）を広域WANでも共用でき、ランニングコストの削減が可能

衛星

無線LAN
(Wi-Fi W56)

光ファイバ（キャリア）

基地局 基地局基地局間の回線
様
々
な
回
線
で
相
互
接
続
で
き
る

無線LAN
(WiFi6)

LANケーブル

用
途
に
応
じ
た
端
末
を
用
途
に

応
じ
た
回
線
で
接
続
可
能

インターネット
クラウド上の基地局

ユーザ端末

カメラ

パソコン等

能
力
・
用
途
に
応
じ
た
基
地
局
を
選

択
しN

erveN
et

を
稼
働
さ
せ
る

物
理
レ
イ
ヤ
︵
共
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｜
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回
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ば
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ラ
ウ
ド
上
の
基
地
局
を
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し

た
広
域W

AN

も
構
築
可
能

L2レイヤで可能

L1レイヤ

論
理
レ
イ
ヤ
︵
分
離
︶

L2レイヤ

TV会議システム

職場間常時接続TV会議用 セグメント 閉
域
網

インターネット接続有り

インターネット接続無し

インターネット接続無し

インターネット接続無し

遠隔地職員用 Wi-Fi セグメント インターネット接続有り



強靭性

BS
BS

BS
BS

BS
BS

BS
BS

BS
BS

BS
BS

BS
BS

BS

BS
BS

BS

BS
BS

BS

BS
BS

BS

停電や故障

回線の切断や機器の障害 切れても素早く迂回 （１秒未満）

停電や障害からの自動復旧（部分復旧も可）
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BS

BS
BS

BS
BS

BS
BS

単体でも動作 １００台でも

通話

メッセージ

入力 取り出し

BS

ナーブネット基地局



（参考）⽩浜町のNerveNet整備図（地図）
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FM 塩野送信所 
日置小学校 

道の駅志原海岸 

リバージュスパ・ひきがわ 

日置川事務所 

令和６年度 NerveNet 整備計画図 

阪田公園 

 

 

人工衛星 

インターネット 

とれとれ市場 

第 3 IT オフィス 

白
浜
空
港 

Ａ
Ｗ
Ｓ
① 

Ａ
Ｗ
Ｓ
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JR 白浜駅 

水道事務所 

しらとり保育園・児童館 

白浜町役場 

日置川消防署 

ＦＭ西山送信所 



セキュリティレベルが⾼く、耐
災害性を有する（携帯電
話回線等が不通でもつな
がる）延岡市独⾃のネット
環境を構築する。
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＜人工衛星＞

衛星通信によるバックアップにより、
全ての基地局で災害時にキャリア
回線が不通になっても「のべおか

スマートシティWi-Fi」が繋がり続ける。

ナーブネット基地局に設置している各AP（アクセ
スポイント）から半径約200メートルの範囲で、
のべおかスマートシティWi－Fiが利用できます。
また、AP毎の推奨接続台数は約80台です。
例）市役所庁舎の場合：各階ごとにAPが設置さ
れ、それぞれ80台程度が接続可能となります。

（参考）延岡市NerveNet基地局 市内リンク構成図

北川はゆま
（北川）

北川体育館
（北川）

北川総合⽀所
（北川）

三川内⼩中学校
（北浦）

よっちみろ屋
（北⽅）

北⽅総合⽀所
（北⽅）

東海⼩
（東海）

北浦総合⽀所
（北浦）

島浦⽀所
（南浦）

北⽅勤労者
体育館（北⽅）

港⼩
（東海）

道の駅北浦
（北浦）

星雲⾼校
（東海）

浦城⼩
（南浦）

⻄⼝街区ﾋﾞﾙ
（岡富）

⽅財⼩
（川中）

社教ｾﾝﾀｰ
（川中）

市役所
(川中)

ｻﾌﾞｱﾘｰﾅ
（南⽅）

清掃⼯場
（恒富）

⻄階中
（南⽅）

⻄⼩
（恒富）

九保⼤
（南⽅）

愛宕⼭
（恒富）

東⼩
（恒富）

さざんぴあ
（恒富）

⻘朋⾼校
（恒富）

南中
（恒冨）

伊形⼩
（伊形）

⼀ｹ岡中央
公園（伊形）

名⽔⼩
（伊形）

ﾎﾟﾘﾃｸｾﾝﾀｰ
（伊形）

キャリア回線引込基地局
（R6）

ナーブネット基地局リンク構成図 ＜R5設置：20ヶ所 R6設置：13ヶ所予定＞

⼀般基地局

キャリア回線引込基地局
（R5）

衛星基地局

R6年度増設予定

旭⼩
（岡富）

新規

新規

新規

新規 新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

※（ ）内は地区名

リンク（ 部）で結ばれた基地局
ネットワーク内では、１箇所以上の基地
局にキャリア回線を引き込むことでネッ
トワーク内の基地局全体でWi-Fi環境を共
有できる。
※各リンクの最⻑距離は５ｋｍ。

道の駅

離島



自治体にとってのナーブネットまとめ
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輻輳対策

停電対策
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NerveNetの活⽤事例



NerveNetの活動概要
n NerveNet（ナーブネット）の社会実装

l 和歌⼭県 ⽩浜町様
• 令和４年（R3⼆次補正 内閣府デジ⽥交付⾦ 実装TYPE1）

事業規模 約5000万円
基地局数 新規5地基地局 衛星3箇所 旧10基地局

旧⽩浜地区 平時からのNerveNet環境の活⽤による災害時の
減災。観光客、ワーケーション利⽤者による転職なき移住の実現

• 令和5年（総務省 地域デジタル基盤推進事業 補助事業）
事業規模 約5000万円

基地局数 新規5地基地局 衛星1箇所
旧⽇置川地区への拡張

• 令和６年（総務省 地域デジタル基盤推進事業 補助事業）
事業規模 約1億円

基地局数 新規13地基地局 衛星4箇所
旧富⽥地区（これで⽩浜町全地区へ拡張）への拡張
主要エリアへの展開（空港、駅、テーマパーク、巨⼤複合施設（道の駅）
LGWAN回線のバックアップ回線など⾏政ネットワークのBCP
メタバースやデジタルツインを活⽤したDXでの町づくり五カ年計画

• 令和7年度（予算未定 拡張予定）予定
l 宮崎県 延岡市様

• 令和5年（R4⼆次補正 内閣府デジ⽥交付⾦ 実装TYPE1）
事業規模 約2億円（TYPE1 MAX）

基地局数 新規20地基地局 衛星6箇所
旧延岡市中⼼で全地区最低１ヶ所で整備。平時からのNerveNet環境
の活⽤による災害時の減災。災害時物流（延岡市様別途構築中施策）との連携

• 令和6年（緊防災 補助⾦）
事業規模 約１億２千万円

基地局数 新規13地基地局 衛星9箇所
追加の避難所などエリアの強化、運⽤の本格開始

• 令和7年度（予算未定 拡張予定）予定
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【白浜町のNerveNet（ナーブネット）】

R4

R5 R6

平常時・災害時共通 災害に強い地⽅創⽣ネットワーク事業

平常時の運⽤イメージ

キャリア回線

インターネット

⼈⼯衛星

キャリア回線でつなぐことで
インターネットも利⽤可能

※平常時はキャリア回線でつなぐた
め衛星回線は使わない。

市⺠ 出張者 観光客

①情報収集の同意②情報分析により最適化
された情報の提供

①アンケート等回答

（出張者・観光客）

②のべおかCOINﾎﾟｲﾝﾄ
付与

同意による情報
アンケート情報

③市政策へ反映

※延岡市独⾃のネット環境（⾼いセキュリティレベルを確保）

各種情報の⾒える化 双⽅向の情報交流
域内消費の促進

関係⼈⼝の増加

【延岡市】ナーブネット

3

のべおかｽﾏｰﾄｼﾃｨWi-Fi

平常時・災害時共通 災害に強い地⽅創⽣ネットワーク事業

災害時の運⽤イメージ

キャリア回線

避難施設／避難者

避難状況の把握
①必要物資

情報を収集

必要物資の種類・数量を把握

インターネット

⼈⼯衛星

（想定）

キャリア回線が断絶

キャリア回線が断絶しても、⼈⼝衛星でつな

がるため、インターネットが利⽤できる。

②物資搬送親戚・友⼈等

安否確認（LINE等）

誰⼀⼈取り残さない

BCPに強いまちづくり

※延岡市独⾃のネット環境（⾼いセキュリティレベルを確保）【延岡市】ナーブネット

4

のべおかｽﾏｰﾄｼﾃｨWi-Fi

【延岡市のNerveNet（ナーブネット）】

セキュリティレベルが⾼く、耐
災害性を有する（携帯電
話回線等が不通でもつな
がる）延岡市独⾃のネット
環境を構築する。

7

＜人工衛星＞
衛星通信によるバックアップにより、

全ての基地局で災害時にキャリア
回線が不通になっても「のべおか
スマートシティWi-Fi」が繋がり続ける。

ナーブネット基地局に設置している各AP（アクセ
スポイント）から半径約200メートルの範囲で、
のべおかスマートシティWi－Fiが利用できます。
また、AP毎の推奨接続台数は約80台です。
例）市役所庁舎の場合：各階ごとにAPが設置さ
れ、それぞれ80台程度が接続可能となります。

NerveNet基地局 市内リンク構成図



NerveNetの活動概要

nNerveNet（ナーブネット）のその他活動状況
l 和歌⼭県 すさみ町様 防災訓練
• 令和5年（近畿総合通信局様よりの依頼）
近畿総合通信局と和歌⼭県すさみ町の共同防災訓練の１シナリオとして
NerveNetにより避難所の情報共有などの訓練を実施

l 和歌⼭県 県庁＋６市町村合同防災訓練
• 令和5年
６市町村にNerveNetを設置し、実際のリンクを構成し情報共有を実施
和歌⼭県庁とメインの美浜町とは別ネットワークを構築してセキュアネット
ワークによる情報共有を県庁にも体感してもらう

n NerveNet（ナーブネット）の九州総通局管内の個別紹介活⽤
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衛星回線

携帯電話回線

和歌⼭県庁
臨時設置

すさみ町役場
臨時設置

⽩浜町役場
既設NerveNet

⽇⾼川町役場

⽇⾼町役場

御坊市役所

3.8
km

5km

4km
NerveNetのネットワーク

NerveNet仮想基地局

携帯電話回線

インターネット網

ⒸGoogle Map ⒸGoogle Map

美浜町役場

約
37km

約32km

美浜町役場
1.8km

通信事業者回線

和歌山県庁＋６市町村合同防災訓練

和歌山県庁・6市町の防災訓練 情報共有の実証

34



（参考）災害に強い情報通信ネットワーク導⼊ガイドライン内で想定する
災害発⽣時の主な業務（１週間）

様々な関係先や業務との情報通信が必要
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政府共通
ネットワークLGWAN

都道府県集約
きのくにe
ネットなど

地⽅公共団体

⾃治体ごとの強靭化の責任領域 今後の強化のご相談範囲

災害に備えた情報通信回線のバックアップに関して①

NerveNet
基地局１

NerveNet
基地局２

行政
基幹シス
テム

LGWAN

基地間リンク
Wi-Fi
キャリア

衛星

（物理）

専用線
（物理）

LGWAN
（和歌山県は

きのくにeネット
経由）

NerveNet
基地局3

専用線（物理）

NerveNet
基地局4

直結

消防（白浜エリア）日置エリア富田エリア

（今後）

公衆Wi-Fi

コミュニティ
FM

サイマル機

コミュニテーFM放送サイマル

LGWAN
LGWAN

LGWAN

LGWAN

個別ネットワークセグメント

基地局間
リンク

（物理）

きのくにeネット LGWAN

個別ネットワークセグメント

白浜エリア

基地間リンク
Wi-Fi
キャリア

衛星

（物理）



NerveNetによるネットワークのセグメント化（第一ステップ）
Ø NerveNetのネットワークのセグメント化（NerveNetのポート制御機能を利用）を利用し公衆Wi-Fi（Shirahana-

Beach-WiFi)やコミュニティーFMのサイマルを活用している。（現状）
Ø 将来はこのセグメント機能を利用して現在のLGWANの災害時のキャリア回線のバックアップや避難所への拡
大（住民サービス向上）を可能にする行政のBCPを検討する。

総務省住民制度課デジタル基盤推進室様との
相談事項説明資料

2024.02.05
和歌山県 白浜町

国立研究開発法人 情報通信研究機構

NerveNet
基地局１

NerveNet
基地局２

行政
基幹シス
テム

LGWAN

基地間リンク
Wi-Fi
キャリア

衛星

（物理）

専用線
（物理）

LGWAN
（和歌山県は

きのくにeネット
経由）

NerveNet
基地局3

専用線（物理）

NerveNet
基地局4

直結

消防（白浜エリア）日置エリア富田エリア

（今後）

公衆Wi-Fi

コミュニティ
FM

サイマル機

コミュニテーFM放送サイマル

LGWAN
LGWAN

LGWAN

LGWAN

個別ネットワークセグメント

基地局間
リンク

（物理）

きのくにeネット LGWAN

個別ネットワークセグメント

白浜エリア

基地間リンク
Wi-Fi
キャリア

衛星

（物理）

基地局ユニット
NerveNet

ポート制御

基地
局間
リン
クポ
ート

基地
局間
リン
クポ
ート

キャ
リア
接続
ポー
ト

衛星
接続
ポー
ト

フリ
ーW
i-F
i端
末収
容ポ
ート

LG
WA
N端
末収
容ポ
ート

NerveNetの基地局のポート制御の機能

・ポート毎にネットワークの利⽤を制御（セグメント化）

（参考）⾏政のデジタル基盤（ネットワークシステム）
としてのNerveNet

キャリアやStarLinkなどの回線

＋

NerveNet

白浜町 ◯◯様、NICT 島野様
（CC 関係各位）

お世話になっております、
地方公共団体情報システム機構（J-LIS）の〇〇です。
昨日はオンライン会議でのご説明ありがとうございました。

当方の確認事項とさせていただきました件（第一ステップ）について
LGWAN全国センター内部で確認した結果、お伝えしていたとおり
LGWAN規程に抵触しない構成との見解に至っております。

つきましては、第一ステップ（NerveNetの一部を論理的に切り出して
LGWAN接続セグメントとしてLGWAN接続ルータに接続すること）に
ついては、LGWAN運営主体側として問題ないと認識しておりますので
よろしくお願いいたします。

以上、よろしくお願いします。
-------------------------------------------------------
〇〇 〇〇 <x-xxxxx@j-lis.go.jp>
地方公共団体情報システム機構（J-LIS）
総合行政ネットワーク全国センター システム部
TEL：03-5214-0901 

-------------------------------------------------------

NerveNetで接
続することは
問題なしの回
答を頂く
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和歌山県 白浜町 導入事例（令和4・5年度）

2022年12月 15局運用開始（内閣府 デジタル田園都市国家構想推進交付金 活用）
2024年 1月 5局運用開始（総務省 地域デジタル基盤活用推進事業 活用）

ふるさと納税（旅先納税）との連携ワーケーション事業「保育園留学」

⼈⼝ 2万⼈
観光客 300万⼈／年

国土地理院地図
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和歌山県 白浜町 導入事例(令和6年度以降事業）

2024~2025

補助事業 最終的なゴール横展開

2025~2027 2027~2029

⽬指す姿 ⽬指す姿に向けた実現ステップ

平時・災害時共通 NerveNetによる新しい街づくり
• ⽩浜町全地域への展開
• 収集した情報（データレイク）に基づくマーケティング活動
• NerveNetを活⽤した各種サービスの提供

ü 移動⾏政・安否確認・災害時物流等々
• LGWANの災害時バックアップ環境の提供
• デジタルツインの実現及びデジタルツインとメタバースの融合
による新しい町づくり

• 様々な⾃治体や施設などとの連携

・NerveNetの中⼭間エリアへの展開
・NerveNet上のサービス拡⼤
移動⾏政サービス
災害時物流 等々

・NerveNetを使ったSociety５.0の構築
デジタルツイン構築とメタバースの連携
・他の⾃治体へのNerveNetの展開
・データマーケティングサービスによる1to1エ
ンゲージメント
・アバター観光の開始（デジタルコミュニティ
形成）

・他地域（他エリア）との連携
・デジタルツインを活かしたアバ
ター観光・企業誘致の実現

・耐災害ネットワーク（NerveNet）の未
整備地域（富⽥エリア）とへの導⼊と旧
⽩浜町の主要エリア及び旧⽇置川地区
への強化整備
・データ収集・データレイクの作成
・NerveNet上のサービス提供
マイナンバーカードによる安否確認
⾃治体情報共有サービス

・LGWAN環境のバックアップ環境の構築

富⽥エリア
に新設

⽩浜地区の
強化

⽇置地区の
強化

レジリエントな情報連携基盤

データレイク

サーバー空間（NerveNet）
（ネットワーク・データ空間）

NerveNetによる安全・安⼼にデータ連携

リアル⽩浜町
（リアル観光・リアル企業）

NerveNet
基地局１

NerveNet
基地局２

LGWAN
アクセス
ルーター

基地間リンク
Wi-Fi
キャリア
衛星
（物理）

専⽤線
（物理）

LGWAN
（和歌⼭県は
きのくにeネット
経由）

NerveNet
基地局3

専⽤線（物理）

直結

消防（⽩浜エリア）⽇置エリア富⽥エリア
（今回）

公衆Wi-Fi

コミュニ
ティFM
サイマル機

コミュニテーFM放送サイマル

LGWAN（現⾏）
LGWAN

LGWAN

LGWAN

個別ネットワークセグメント

基地局間
リンク
（物理）

LGWAN

LGWAN⽤バッアップ ネットワークセグメント（閉域網）（今回）

⽩浜エリア

基地間リンク
Wi-Fi
キャリア
衛星
（物理）

NerveNet
基地局4

消防（⽩浜エリア）

NerveNet

LGWAN⽤専⽤回線

他の地域・エリア（施設）とも連携したメタバース空間
（Society５.0）

他の地域デジタルツイン他の地域・エリア（施設）の
デジタルツイン

ペルソナ化

エンゲージ
メント

コミュニティ
形成

コミュニティ維持及び、エンゲージメント
による各コミュニティの拡⼤

ペルソナ化により、⾏動予測モデルを適⽤

⾏動予測モデルに基づく1 to 1 アプローチ

デジタルツインとメタバースの活⽤
によるリアル社会との連携

遠隔⾏政・移動⾏政・アバター観光
・リモート出社（操作）など

レジリエントな情報連携基盤

レジリエントな情報連携基盤

レジリエントな情報連携基盤

収集（同意済み）されたデータに
基づくデータマーケティング

データレイク

⽩浜町のデジタルツイン
（アバター観光・リモート出社）

サーバー空間（NerveNet）
（ネットワーク・データ空間）

NerveNetによる安全・安⼼にデータ連携

Edge Device ・Edge Computing
（IoT）

リアル⽩浜町
（リアル観光・リアル企業）

リアル企業・⼯場の誘致

⽩浜町のメタバース空間
（Society５.0）

ペルソナ化

エンゲージ
メント

コミュニティ
形成

コミュニティ維持及び、エンゲージメント
による各コミュニティの拡⼤

ペルソナ化により、⾏動予測モデルを適⽤

⾏動予測モデルに基づく1 to 1 アプローチ

デジタルツインとメタバースの活⽤
によるリアル社会との連携

遠隔⾏政・移動⾏政・アバター観光
・リモート出社（操作）など

レジリエントな情報連携基盤

レジリエントな情報連携基盤

レジリエントな情報連携基盤

収集（同意済み）されたデータに
基づくデータマーケティング

データレイク

⽩浜町のデジタルツイン
（アバター観光・リモート出社）

サーバー空間（NerveNet）
（ネットワーク・データ空間）

NerveNetによる安全・安⼼にデータ連携

Edge Device ・Edge Computing
（IoT）

リアル⽩浜町
（リアル観光・リアル企業）

リアル企業・⼯場の誘致

他の地域・エリア（施設）とも連携したメタバース空間
（Society５.0）

他の地域デジタルツイン他の地域・エリア（施設）の
デジタルツイン

ペルソナ化

エンゲージ
メント

コミュニティ
形成

コミュニティ維持及び、エンゲージメント
による各コミュニティの拡⼤

ペルソナ化により、⾏動予測モデルを適⽤

⾏動予測モデルに基づく1 to 1 アプローチ

デジタルツインとメタバースの活⽤
によるリアル社会との連携

遠隔⾏政・移動⾏政・アバター観光
・リモート出社（操作）など

レジリエントな情報連携基盤

レジリエントな情報連携基盤

レジリエントな情報連携基盤

収集（同意済み）されたデータに
基づくデータマーケティング

データレイク

⽩浜町のデジタルツイン
（アバター観光・リモート出社）

サーバー空間（NerveNet）
（ネットワーク・データ空間）

NerveNetによる安全・安⼼にデータ連携

Edge Device ・Edge Computing
（IoT）

リアル⽩浜町
（リアル観光・リアル企業）

リアル企業・⼯場の誘致



宮崎県 延岡市 導入事例（令和5年度事業）

インターネット

東海小

星雲高校

清掃工場

さざんぴあ
南中

一ヶ岡
中央公園

西口街区
ビル

東小

伊形小

市役所

旭小

愛宕山

社会教育
センター

西階中

保健福祉大 西小

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

➉

⑪ ⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

通信事業者回線も備えた基地局
一般基地局

衛星回線も備えた基地局

北川はゆま
⑰

北川体育館
⑱

北方道の駅
⑲

北浦道の駅
⑳

全ての基地局でWi-Fiによる
ユーザ端末の接続が可能

〇〇避難所　必要物資リスト
必要物資（分類） 必要物資（名称） 　必要物資（サイズ等） 数量

飲料⽔ ⽔ ２L 100
飲料⽔ ⽔ 500ML 200
⾷料品 カップラーメン 100
⾷料品 お⽶ 100
衛⽣品 トイレットペーパー 50
衛⽣品 オムツ L 50
衛⽣品 オムツ M 20

ターゲット 住⺠及び、観光や進出企業候補などの関係⼈⼝
サービス内容︓住⺠サービス、防災・防犯、産業振興、観光

同意管理

OS

仮想化基盤（
Docker)

分散情報
共有AP

D
B

分
散
環
境
通
信ア
プ
リ

分散サーバ装置間情報共有

マイナンバーカー
ド

サービス
１・２

OS

仮想化基盤（
Docker)

分散情報
共有AP

D
B

分
散
環
境
通
信ア
プ
リ

②QRコード 自治体掲示板-2<地域交流情報>
- 災害時の避難所における必要物資の情報を入
力する

マイナンバーカー
ド

②QRコード 自治体掲示板-2<地域交流情報>
- 災害時の避難所における必要物資の情報を入
力する

サービス
３

サービス
４

サービス
１・２

サービス
３

サービス
４

①QRコード 自治体掲示
板サービス１・２

②QRコード 自治体掲示
板サービス３

③QRコード 自治体掲示
板サービス４

①QRコード 自治体掲示板
サービス１・２

②QRコード 自治体掲示板
サービス３

③QRコード 自治体掲示板
サービス４

宮崎県延岡市 デジタル⽥園都市国家構想推進交付⾦事業
平時・災害時共通住⺠・関係⼈⼝との

相互コミュニケーションによるwell-beingの実現

事業概要︓
• プライバシー保護とセキュリティ機能があり耐災害性を有する⾃⽴分散型のシステム（NerveNet）を整備し、出張者や観光客などの情報
（⾜跡）を⾒える化し、アンケート回答者に対する地域通貨「のべおかＣＯＩＮ」の付与や、本市の魅⼒の情報を提供し、積極的な相互コ
ミュニケーションによる新たなつながりを築くことで、関係⼈⼝の増加、域内消費の促進、効果的・効率的な地⽅創⽣施策の展開を図り、
⾃律的で持続可能な地域経済の好循環を推進する。

• 災害時にも、普段使いのサービスやアプリケーションを確実に提供し、避難⽣活に必要な物資を確実に届くようにし、誰⼀⼈取り残さない
情報ネットワークによるBCPに強いまちづくりを推進する。

⾃⽴分散型サーバーの設置、情報⼊⼿及び発信のための20基地局内外のWi-Fi環境の整備、個⼈情報保護の観点からの本⼈の同意管理も合わせ
て実施する。なお、20基の基地局は、鉄道駅・道の駅・主要観光施設・主要体育施設、主要避難所などに設置する。
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内閣府公表資料より

人口 12万人
九州で2番目に広い面積



セキュリティレベルが⾼く、耐
災害性を有する（携帯電
話回線等が不通でもつな
がる）延岡市独⾃のネット
環境を構築する。

22

＜人工衛星＞
衛星通信によるバックアップにより、

全ての基地局で災害時にキャリア
回線が不通になっても「のべおか
スマートシティWi-Fi」が繋がり続ける。

ナーブネット基地局に設置している各AP（アクセ
スポイント）から半径約200メートルの範囲で、
のべおかスマートシティWi－Fiが利用できます。
また、AP毎の推奨接続台数は約80台です。
例）市役所庁舎の場合：各階ごとにAPが設置さ
れ、それぞれ80台程度が接続可能となります。

北川はゆま
（北川）

北川体育館
（北川）

北川総合⽀所
（北川）

三川内⼩中学校
（北浦）

よっちみろ屋
（北⽅）

北⽅総合⽀所
（北⽅）

東海⼩
（東海）

北浦総合⽀所
（北浦）

島浦⽀所
（南浦）

北⽅勤労者
体育館（北⽅）

港⼩
（東海）

道の駅北浦
（北浦）

星雲⾼校
（東海）

浦城⼩
（南浦）

⻄⼝街区ﾋﾞﾙ
（岡富）

⽅財⼩
（川中）

社教ｾﾝﾀｰ
（川中）

市役所
(川中)

ｻﾌﾞｱﾘｰﾅ
（南⽅）

清掃⼯場
（恒富）

⻄階中
（南⽅）

⻄⼩
（恒富）

九保⼤
（南⽅）

愛宕⼭
（恒富）

東⼩
（恒富）

さざんぴあ
（恒富）

⻘朋⾼校
（恒富）

南中
（恒冨）

伊形⼩
（伊形）

⼀ｹ岡中央
公園（伊形）

名⽔⼩
（伊形）

ﾎﾟﾘﾃｸｾﾝﾀｰ
（伊形）

キャリア回線引込基地局
（R6）

ナーブネット基地局リンク構成図 ＜R5設置：20ヶ所 R6設置：13ヶ所予定＞

⼀般基地局

キャリア回線引込基地局
（R5）

衛星基地局

R6年度増設予定

旭⼩
（岡富）

新規

新規

新規

新規 新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

※（ ）内は地区名

リンク（ 部）で結ばれた基地局
ネットワーク内では、１箇所以上の基地
局にキャリア回線を引き込むことでネッ
トワーク内の基地局全体でWi-Fi環境を共
有できる。
※各リンクの最⻑距離は５ｋｍ。

道の駅

離島
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宮崎県 延岡市 導入事例（拡張）（令和６年度事業）



和歌山県庁・6市町の防災訓練 実証ネットワーク構成

衛星回線

携帯電話回線

和歌⼭県庁
臨時設置

すさみ町役場
臨時設置

⽩浜町役場
既設NerveNet

⽇⾼川町役場

⽇⾼町役場

御坊市役所

3.8
km

5km

4km

NerveNetのネットワーク

NerveNet仮想基地局

携帯電話回線

インターネット網

ⒸGoogle Map ⒸGoogle Map

美浜町役場

約
37km

約32km

美浜町役場
1.8km

通信事業者回線

2023年11月 総務省近畿総合通信局ー美浜町 主催
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和歌山県庁・6市町の防災訓練 情報共有の実証

34



⾃治体にとってのナーブネット

35

• 他自治体とのデータ連携・サービス連携も可能
• 複数自治体にまたがったサービスを、データの交錯やプライバシー／セキュリティ侵害なく、論理的
に分離して実行可能

NerveNet上で実現できるさまざまなサービスドメイン

XXX市町
村
拠点A

XXX市町
村
拠点B

連携
⾃治体

連携
⾃治体

観光サービス テレワーク
サービス 医療サービス

防災
需給最適化

（物資配給等）
サービス

データ連携基盤



（参考）延岡市様 平常時・災害時共通 災害に強い地⽅創⽣ネットワーク事業

平常時の運⽤イメージ

キャリア回線

インターネット

⼈⼯衛星

キャリア回線でつなぐことで
インターネットも利⽤可能

※平常時はキャリア回線でつなぐた
め衛星回線は使わない。

市⺠ 出張者 観光客

①情報収集の同意②情報分析により最適化
された情報の提供

①アンケート等回答

（出張者・観光客）

②のべおかCOINﾎﾟｲﾝﾄ
付与

同意による情報
アンケート情報

③市政策へ反映

※延岡市独⾃のネット環境（⾼いセキュリティレベルを確保）

各種情報の⾒える化 双⽅向の情報交流
域内消費の促進

関係⼈⼝の増加

【延岡市】ナーブネット

36

のべおかｽﾏｰﾄｼﾃｨWi-Fi



（参考）延岡市 平常時・災害時共通 災害に強い地⽅創⽣ネットワーク事業

災害時の運⽤イメージ

キャリア回線

避難施設／避難者

避難状況の把握 ①必要物資
情報を収集

必要物資の種類・数量を把握

インターネット

⼈⼯衛星

（想定）
キャリア回線が断絶

キャリア回線が断絶しても、⼈⼝衛星でつな
がるため、インターネットが利⽤できる。

②物資搬送親戚・友⼈等

安否確認（LINE等）

誰⼀⼈取り残さない
BCPに強いまちづくり

※延岡市独⾃のネット環境（⾼いセキュリティレベルを確保）【延岡市】ナーブネット

37

のべおかｽﾏｰﾄｼﾃｨWi-Fi



平時・災害時共通 地域デジタル基盤の全地区への拡⼤とDXによる新しい町づくりと地域課題
解決への取組

実施体制
（下線︓代表機関）

和歌⼭県⽩浜町、ナシュア・ソリューションズ㈱、NECソリューションイノベータ㈱、国
⽴研究開発法⼈情報通信研究機構（NICT）、和歌⼭県 実施地域 和歌⼭県⽩浜町（富⽥・⽩浜・⽇置地区）

整備する
通信インフラ

NerveNet
「耐災害ネットワー
ク」

主な補助
対象機器
等

Ø アプライアンス型NerveNet基地局
Ø 衛星通信（NerveNetオプション）
Ø マイナンバーカード安否確認サービス

⽬標
Ø 企業誘致数１社、企業（団体）視察数５０社、

住⺠の満⾜度３以上（最⼤５）、リアル来訪者
数２９，１６６⼈

事業概要

南海トラフ地震に対する住⺠・来訪者に安全・安⼼な環境を提供するため、⾏政の事業継続性を確保する必要があり、耐災害ネットワーク（NerveNet）
を整備し確保に努めているが、現在は⼀部の地域にしか整備できていない。また、多様化する住⺠・来訪者のニーズに応えるための対策が希求されている。
Ø NerveNetを活⽤した途切れにくい通信インフラ環境を構築し、安全・安⼼な町作りと、その社会基盤を活⽤したSociety５.０による移住・来訪者施

策の実施。
Ø NerveNet上に構築したシステムを利⽤し、同意に基づき⼊⼿した情報から、住⺠や来訪者の満⾜度向上に向けたOne To Oneの個別最適な情報

の提供とデータの蓄積（データレイク）を⾏う。

その他（移住・企業誘致）01

整備する通信インフラとソリューションの構築及び活⽤例

富⽥地区に
新設

⽩浜地区の
強化

⽇置川地区
の強化

【⽩浜地区の強化】
①とれとれ市場（観光地）②アドベンチャーワールド（観光地）③南紀⽩浜空港（公共施設）＋衛星
④JR⽩浜駅（公共施設）＋衛星⑤阪⽥公園（避難所）

【富⽥地区に新設】
①富⽥事務所（公共施設）＋衛星②しらとり保育園・児童館（避難所）③上下⽔道課事務所（公共施設）＋衛星
④クオリティソフト（⺠間施設）⑤富⽥中学校（避難所）

【⽇置川地区の強化】
①⽇置事務所（公共施設） 合計 新設13基地局 新設衛星4基

キャリア回線

キャリア回線でつ
なぐことでインター
ネットも利⽤可能

※平常時はキャリア回線でつな
ぐため衛星回線は使わない。⼈⼯衛星

平常時の運⽤イメージ

※⽩浜町独⾃のネット環境（⾼いセキュリティレベルを確保）
【⽩浜町】NerveNet

Shirahama 
Beach Wi-Fi

住⺠ 観光客出張者

①情報収集の同意

②情報分析に
より最適化され
た情報の提供

③町政策へ反映
同意によるア
ンケート情報

各種情報の
⾒える化

①アンケート等回答
（出張者・観光客）

関係⼈⼝の増加
双⽅向の情報交流
域内消費の促進

②Yanico付与（今後）

キャリア回線

（想定）
キャリア回線
が断絶

キャリア回線が断絶しても、
⼈⼝衛星でつながるため、イ
ンターネットが利⽤できる。

⾮常時の運⽤イメージ

※⽩浜町独⾃のネット環境（⾼いセキュリティレベルを確保）
【⽩浜町】NerveNet

Shirahama 
Beach Wi-Fi

必要物資の種類・数量を把握

①実⽤物資
情報を収集

②物資搬送

インターネット インターネット

町役場

親戚・友⼈等

町役場誰⼀⼈取り残
さないBCPに
強いまちづくり

避難施設／避難者

安否確認
(SNS等) 避難状況の把握

⼈⼯衛星

整備箇所

（参考）



（参考）延岡市・⽩浜町 NerveNet活⽤啓蒙施策（相互に情報共有）



耐災害ネットワーク整備による減災ネットワークインフラの構築と活⽤

実施体制
（下線︓代表機関）

和歌⼭県⽩浜町 実施地域 和歌⼭県⽩浜町(⽇置地区)

整備する
通信インフラ

Ø Wi-Fi6 
(NerveNet)

主な補助対
象機器等

Ø アプライアンス型NerveNet基地局
Ø 衛星通信（NerveNetオプション） ⽬標 Ø 企業誘致5社、視察140社・団体、情報取得同意

者15,000⼈ （2027年度までの累計）

事業概要
南海トラフ地震で⼤きな被害が想定されている⽩浜町において、企業誘致やワーケーションを推進するためには、耐災害ネットワーク（NerveNet）の整備が
重要だが、⼀部の地域にしか整備できていない。
Ø NerveNetを活⽤した安全・安⼼・便利な途切れない通信インフラ環境の構築。別に整備した観光防災ポータル「しらはまこんぱす」をNerveNetと連携。
Ø 「しらはまこんぱす」の利⽤者情報を取得することでよりきめ細やかな観光情報と防災情報の提供を実現し、更なる企業誘致やワーケーション推進を図る。

その他（移住・企業誘致）1

整備する通信インフラとソリューションの構成及び活⽤例
補助事業による通信機器の整備

R5年度NerveNet整備拡張エリア（⽇置地区）

ホテル

消防署

道の駅

FM送信所

役場事務所

NerveNet仮想基地局

R４年度NerveNet
整備エリア（⽩浜地区）

アプライアンス型NerveNet基地局

アプライアンス型NerveNet基地局
＋衛星通信（NerveNetオプション）

R4年度にキャリア
回線・衛星回線で
接続済み

R5年度にキャリア回線・衛星回線で接続

R5年度NerveNet
整備拡張エリアと接続

アプライアンス型NerveNet基地局構成
・基地局装置
・基地局間リンク無線機
・Wi-Fiアクセスポイント
・ポータブル電源
・太陽光パネル

公設サイト利⽤者情報の取得からリコメンドへ
⽩浜町公式HPや耐災害ネットワークNerveNet、観光防災ポータル
「しらはまこんぱす」利⽤者から適切に情報取得を⾏い、企業誘致・ワ
ーケーション推進のための⾃動リコメンドサービスを実施（RPAによるマ
ーケティングオートメーションシステムを活⽤）

⽩浜町
公式HP

NerveNet
Free Wi-Fi
サイト

観光防災
ポータル
「しらはま
こんぱす」

同意管理
サービス
（CMP）

情報取得
サービス

関係⼈⼝補⾜情報
（リコメンド機能）

メールリコメンド
（⾃動化）

（取得情報例）
・タイムスタンプ ・クッキー情報 ・ページURL、タイトル
・リファラ ・ユーザーエージェント ・IPアドレス ・端末種別
・UTM関連（流⼊経路・広告）・メールアドレス 等

https://shirahama.elcompath.com

【各サイトからリコメンドまでのデータ取得の流れ】

衛星通信構成
・パラボラアンテナ
・モデム

同意後リコメンドまで⾃動

拒否

拒否時はノー
アクション

同意

サイト
アクセス

（参考）

⽩浜町・延岡市共通
ソリューション
（NEC提供）
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他の自治体への応用など検討開始

他の自治体でも活用の検討

2024~2025

補助事業 最終的なゴール横展開

2025~2027 2027~2029

⽬指す姿 ⽬指す姿に向けた実現ステップ

平時・災害時共通 NerveNetによる新しい街づくり
• ⽩浜町全地域への展開
• 収集した情報（データレイク）に基づくマーケティング活動
• NerveNetを活⽤した各種サービスの提供

ü 移動⾏政・安否確認・災害時物流等々
• LGWANの災害時バックアップ環境の提供
• デジタルツインの実現及びデジタルツインとメタバースの融合
による新しい町づくり

• 様々な⾃治体や施設などとの連携

・NerveNetの中⼭間エリアへの展開
・NerveNet上のサービス拡⼤
移動⾏政サービス
災害時物流 等々

・NerveNetを使ったSociety５.0の構築
デジタルツイン構築とメタバースの連携
・他の⾃治体へのNerveNetの展開
・データマーケティングサービスによる1to1エ
ンゲージメント
・アバター観光の開始（デジタルコミュニティ
形成）

・他地域（他エリア）との連携
・デジタルツインを活かしたアバ
ター観光・企業誘致の実現

・耐災害ネットワーク（NerveNet）の未
整備地域（富⽥エリア）とへの導⼊と旧
⽩浜町の主要エリア及び旧⽇置川地区
への強化整備
・データ収集・データレイクの作成
・NerveNet上のサービス提供
マイナンバーカードによる安否確認
⾃治体情報共有サービス

・LGWAN環境のバックアップ環境の構築

富⽥エリア
に新設

⽩浜地区の
強化

⽇置地区の
強化

レジリエントな情報連携基盤

データレイク

サーバー空間（NerveNet）
（ネットワーク・データ空間）

NerveNetによる安全・安⼼にデータ連携

リアル⽩浜町
（リアル観光・リアル企業）

NerveNet
基地局１

NerveNet
基地局２

LGWAN
アクセス
ルーター

基地間リンク
Wi-Fi
キャリア
衛星

（物理）

専⽤線
（物理）

LGWAN
（和歌⼭県は
きのくにeネット
経由）

NerveNet
基地局3

専⽤線（物理）

直結

消防（⽩浜エリア）⽇置エリア富⽥エリア
（今回）

公衆Wi-Fi

コミュニ
ティFM
サイマル機

コミュニテーFM放送サイマル

LGWAN（現⾏）
LGWAN

LGWAN

LGWAN

個別ネットワークセグメント

基地局間
リンク
（物理）

LGWAN

LGWAN⽤バッアップ ネットワークセグメント（閉域網）（今回）

⽩浜エリア

基地間リンク
Wi-Fi
キャリア
衛星

（物理）

NerveNet
基地局4

消防（⽩浜エリア）

NerveNet

LGWAN⽤専⽤回線

他の地域・エリア（施設）とも連携したメタバース空間
（Society５.0）

他の地域デジタルツイン他の地域・エリア（施設）の
デジタルツイン

ペルソナ化

エンゲージ
メント

コミュニティ
形成

コミュニティ維持及び、エンゲージメント
による各コミュニティの拡⼤

ペルソナ化により、⾏動予測モデルを適⽤

⾏動予測モデルに基づく1 to 1 アプローチ

デジタルツインとメタバースの活⽤
によるリアル社会との連携

遠隔⾏政・移動⾏政・アバター観光
・リモート出社（操作）など

レジリエントな情報連携基盤

レジリエントな情報連携基盤

レジリエントな情報連携基盤

収集（同意済み）されたデータに
基づくデータマーケティング

データレイク

⽩浜町のデジタルツイン
（アバター観光・リモート出社）

サーバー空間（NerveNet）
（ネットワーク・データ空間）

NerveNetによる安全・安⼼にデータ連携

Edge Device ・Edge Computing
（IoT）

リアル⽩浜町
（リアル観光・リアル企業）

リアル企業・⼯場の誘致

⽩浜町のメタバース空間
（Society５.0）

ペルソナ化

エンゲージ
メント

コミュニティ
形成

コミュニティ維持及び、エンゲージメント
による各コミュニティの拡⼤

ペルソナ化により、⾏動予測モデルを適⽤

⾏動予測モデルに基づく1 to 1 アプローチ

デジタルツインとメタバースの活⽤
によるリアル社会との連携

遠隔⾏政・移動⾏政・アバター観光
・リモート出社（操作）など

レジリエントな情報連携基盤

レジリエントな情報連携基盤

レジリエントな情報連携基盤

収集（同意済み）されたデータに
基づくデータマーケティング

データレイク

⽩浜町のデジタルツイン
（アバター観光・リモート出社）

サーバー空間（NerveNet）
（ネットワーク・データ空間）

NerveNetによる安全・安⼼にデータ連携

Edge Device ・Edge Computing
（IoT）

リアル⽩浜町
（リアル観光・リアル企業）

リアル企業・⼯場の誘致

他の地域・エリア（施設）とも連携したメタバース空間
（Society５.0）

他の地域デジタルツイン他の地域・エリア（施設）の
デジタルツイン

ペルソナ化

エンゲージ
メント

コミュニティ
形成

コミュニティ維持及び、エンゲージメント
による各コミュニティの拡⼤

ペルソナ化により、⾏動予測モデルを適⽤

⾏動予測モデルに基づく1 to 1 アプローチ

デジタルツインとメタバースの活⽤
によるリアル社会との連携

遠隔⾏政・移動⾏政・アバター観光
・リモート出社（操作）など

レジリエントな情報連携基盤

レジリエントな情報連携基盤

レジリエントな情報連携基盤

収集（同意済み）されたデータに
基づくデータマーケティング

データレイク

⽩浜町のデジタルツイン
（アバター観光・リモート出社）

サーバー空間（NerveNet）
（ネットワーク・データ空間）

NerveNetによる安全・安⼼にデータ連携

Edge Device ・Edge Computing
（IoT）

リアル⽩浜町
（リアル観光・リアル企業）

リアル企業・⼯場の誘致
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!

Internet

Internet

電話 、メッセージ

⾃律経路切替え

マルチキャスト

ローカルなデータ共有VPN と マルチゲートウェイ

分散データベース

公衆網からセキュアな

VPNを構築する機能や、

複数のインターネット回

線との接続が可能.

装置内の分散データベー

スを⽤いたサービスによ

り、インターネット接続

無しにローカルで情報共

有アプリケーションを提

供可能

装置内の分散データ

ベースのデータ同期機

能を⽤いて、プッシュ

機能を備えた⼀⻫同報

機能を提供

サーバレス、インター

ネット接続無しで実現

リンク切断を検知すると、

複数のVLANパスから⾼速

にパス切り替えが可能

ｚ

ネットワークスライシング
・公衆網や⾃営網などの物理ネットワーク

上に論理ネットワーク（スライス）を動的

に構成可能

・スライス毎に死活管理や構成変更を⼀元

管理

Free Wi-Fi 

公共サービス
インフラ監視

⾃治体イントラ

同じ物理NW資源を共⽤

NerveNetが出来ること
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!

!

Internet

Internet

電話 、メッセージ

⾃律経路切替え

マルチキャスト

ローカルなデータ共有VPN と マルチゲートウェイ

分散データベース

公衆網からセキュアな

VPNを構築する機能や、

複数のインターネット回

線との接続が可能.

装置内の分散データベー

スを⽤いたサービスによ

り、インターネット接続

無しにローカルで情報共

有アプリケーションを提

供可能

装置内の分散データ

ベースのデータ同期機

能を⽤いて、プッシュ

機能を備えた⼀⻫同報

機能を提供

サーバレス、インター

ネット接続無しで実現

リンク切断を検知すると、

複数のVLANパスから⾼速

にパス切り替えが可能

ｚ

ネットワークスライシング
・公衆網や⾃営網などの物理ネットワーク

上に論理ネットワーク（スライス）を動的

に構成可能

・スライス毎に死活管理や構成変更を⼀元

管理

Free Wi-Fi 

公共サービス
インフラ監視

⾃治体イントラ

同じ物理NW資源を共⽤

NerveNetが出来ること（本日ご紹介部分）

NerveNetを活⽤した⾃治体情報通信基盤サービス

衛星
固定無線アクセス
（FWA）
無線LAN
(Wi-Fi)
携帯キャリア

光ファイバ（キャリア、CATV）

WiFi

有線（LAN） スマートフォン、パソコン

ユーザ装置の接続

認証orフリーを
サービス毎に選択
（マイナンバーシステム
の認証なども検討）

衛星（StarLinkや静⽌衛星サービスなど）、
有線、無線のキャリアサービス、有線専⽤線
サービス、基地局間の無線LANによるリンク
サービスなど平時、災害時、ランニングコスト
新技術＆サービス変化など多様な変化を
NerveNetのマルチゲートウェイ機能で利⽤可能

住⺠や⾏政サービスはその⽤途に応じたサービス
に外部接続の回線を意識することなく常に同じ
環境に接続すれば良い。
必要に応じて、接続時の認証サービスをかけること
で今後のDX社会における⾃治体が提供する通信環境
として住⺠への提供が可能となる

⺠間の回線サービスの活⽤
（マルチサービスを活⽤）

国・県・⾃治体が提供する地域デジタル基盤サービス
（窓⼝のサービス毎の平時・災害時のシングルウンドウ
サービス）

ネットワークスライシング活⽤事例〜⽩浜町様〜

Shirahama Beach Wi-Fi 観光客・住民向けフリーWi-Fi セグメント

自治体クラウドなど行政系（LGWAN）接続セグメント

コミュニティFMバックアップ セグメント

複数のセグメント（お互いに混じらない、干渉しない）を広域WANでも共用でき、ランニングコストの削減が可能

衛星

無線LAN
(Wi-Fi W56)

光ファイバ（キャリア）

基地局 基地局基地局間の回線
様
々
な
回
線
で
相
互
接
続
で
き
る

無線LAN
(WiFi6)

LANケーブル

用
途
に
応
じ
た
端
末
を
用
途
に

応
じ
た
回
線
で
接
続
可
能

インターネット
クラウド上の基地局

ユーザ端末

カメラ

パソコン等

能
力
・
用
途
に
応
じ
た
基
地
局
を
選

択
しNerveNet

を
稼
働
さ
せ
る

物
理
レ
イ
ヤ
︵
共
通
︶

イ
ン
タ
｜
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
す
れ

ば
ク
ラ
ウ
ド
上
の
基
地
局
を
利
用
し

た
広
域W

AN

も
構
築
可
能

L2レイヤで可能

L1レイヤ

論
理
レ
イ
ヤ
︵
共
⽤
︶

L2レイヤ

TV会議システム

職場間常時接続TV会議用 セグメント 閉
域
網

インターネット接続有り

インターネット接続無し

インターネット接続無し

インターネット接続無し

遠隔地職員用 Wi-Fi セグメント インターネット接続有り

和歌山県庁・6市町の防災訓練 情報共有の実証
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〇〇避難所　必要物資リスト
必要物資（分類） 必要物資（名称） 　必要物資（サイズ等） 数量

飲料⽔ ⽔ ２L 100
飲料⽔ ⽔ 500ML 200
⾷料品 カップラーメン 100
⾷料品 お⽶ 100
衛⽣品 トイレットペーパー 50
衛⽣品 オムツ L 50
衛⽣品 オムツ M 20
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